
● 適応錠前

ＭＩＷＡ社製　ＬＡ／ＤＡ／ＬＳＰ／ＴＥ　　ＧＯＡＬ社製　ＴＸ／ＬＸ

ＭＩＷＡ製　ＤＡ／ＬＡ ＭＩＷＡ製　ＬＳＰ／ＴＥ ＧＯＡＬ製　ＬＸＧＯＡＬ製　ＴＸ

１）

２）

３）

● 対応扉厚

１、取付ける錠前の機種を確認し、左記の図１を参照しながら、

ＤＴ３０（ＬＡ／ＤＡは３２ｍｍ）－５０ｍｍ　※エスカッションがある場合はエスカッションも扉厚に含みます。

図１）

● 対応バックセット

Ｂ／Ｓ：３８／５１／６０／６４　　 ※Ｂ／Ｓ３８の場合、枠の形状によって、外開きに対応出来ないことがあります。

２、付属のリーダー／ドライバーケーブルをシリンダー／サムターンの切欠き穴に通します。

ケーブルは図２の様に錠前をかわして通してください。

うまくケーブルが通らない時は、錠前を扉から一度外して通します。

３、下記の図３を参照し、リーダーを各錠種に合わせてセットします。

ＭＩＷＡ製　ＤＡ／ＬＡ仕様

外部取付板

リーダー

取付板ネジ

Ｍ４Ｘ８

ＬＡアダプター１

外部ゴム板

外部取付板

リーダー

取付板ネジ

外部取付板

リーダー

取付板ネジ

外部取付板

取付板ネジ

外部ゴム板

Ｍ４Ｘ８

ＧＯＡＬ製　ＬＸ仕様 ＧＯＡＬ製　ＴＸ仕様
図２）

① リーダーセットアップ

１、図４を参照して、リーダー、バックドライブ、

下記の図を参照し、各錠種に合わせてバックドライブを取付けます。ドライバーを取付ける際は、サムターンを手動で回し、

② 結線

※１　ＬＡアダプター２は錠前に
直接取付、カンザシで固定します。

※２　ＤＴ４６以上の場合は
　　　ＬＡアダプター１を
　　　ひっくり返して
　　　使用することを推奨します。

Ｍ３Ｘ６

ボディ

ＬＡアダプター３

内部ゴム板

Ｍ４Ｘ１６ネジ　※３

ドライバー

ドライバースプリング

取付板　※３
ＬＡ錠

外部ゴム板

Ｍ４Ｘ８
ＬＳＰ・ＬＸネジ柱

外部ゴム板

Ｍ４Ｘ８

ＬＳＰ・ＬＸネジ柱
ＴＸネジ柱

Ｍ６×１４

ＬＡアダプター２　※１

セットアップ後のリーダー

ＤＡ／ＬＡの場合は、リーダーを図６のようにセットし、室内側のシリンダー穴から

１、ＤＡ／ＬＡ錠への取付方法

Ｍ６Ｘ１４のネジを引き付けて室外側の扉に固定します。リーダーをセットした後、

③ バックドライブの取付

施開錠できることを確認してください。取付後、取扱い説明書を確認し、設定及び登録作業を行ってください。

※外部取付板の刻印を確認して、取付ける錠前に合わせて、ネジ柱などを取付けてください。

外部取付板は天地逆転でも使用できます。

　　既存のシリンダーとサムターンを外します。

リーダー

リーダー／ドライバーケーブル

図３）

図６） 図７）

ＬＡアダプター２　※１

ＬＡアダプター１　※２

Ｔ－Ｊ２００－０１－１２

エクステンションアーム

マグネットセンサー

２、エクステンションアームを使用することで、

図５）

　柱からマグネットセンサーまでの

　距離を調整できます。（図５参照）

● はじめに

※本製品は錠前施工技術者による取付を推奨しています。

※全ての作業は扉を開けた状態で実施して下さい。

※閉扉時に自動施錠設定しない場合は

マグネッセンサーの設定は不要です。

マグネット

取付説明書

　また必要に応じてマグネットセンサー、

　ＤＣ入力、無電圧リード線（外部機器連動用）

※既設の錠前の動作が渋い場合は、本製品の故障の原因になりますので、錠前の交換も同時に行ってください。

※外部機器を使用した場合、外部機器による故障は製品の保証の対象外となります。

を結線します。

● 履歴管理には専用ソフトウェア及びＰＣとバックドライブを接続するｍｉｃｒｏＢ（データ転送用）ケーブルが必要です。

詳しくはドルマカバジャパンのホームページをご確認ください。

電池には使用推奨期限がございます。期限を過ぎた電池は必ず交換してください。そのままご使用になると故障の原因となります。

ＬＡアダプター１

ＬＡアダプター２

ＴＸネジ柱

ＬＳＰ・ＬＸネジ柱

リーダー／ドライバーケーブル

Ｍ４Ｘ８

取付板ネジ

Ｍ６×１４

フロントリーダー取付セット

バックドライブ取付セット

Ｍ４ネジ

１２

１６

２５

３０

３０

Ｍ５ネジ

３５

４０

４５

バックドライブ
ドライバースプリング

内部変更板

ドライバー

ＬＡアダプター３

バックドライブ付属セット

サムターン

マグネット

エクステンションアーム

マグネットセンサー

無電圧リード線（黄／黒／緑）

引き足プレートセット

Ｍ４トラスネジ

１６

２５

３０

リーダープレート

フロントリーダー バックドライブ

リモコン

CR123A

CR123A

バックドライブ電池

リモコン用電池

CR2032

ユーザーカード

書類一式

取扱い説明書

取付説明書

保証書

● 同梱部品一覧

返信封筒

取付ネジＭ３×６　黒

（タッピングネジ）
３×８

リーダー／ドライバーケーブル

バックドライブ フロントリーダー図４）

外部電力入力
無電圧入力

２ロック連動ケーブル

マグネットセンサー

(DC5V/1A)

ＭＩＷＡ製　ＬＳＰ／ＴＥ仕様

ＭＩＷＡ製　ＤＡ／ＬＡ仕様

※３　取付板とＭ４ネジ位置

バックドライブを図７のように取付けます。

Ｍ４ネジ

ＤＣ５Ｖ／１Ａリード線（黒／赤）



ＭＩＷＡ製　ＬＳＰ／ＴＥ仕様

ＧＯＡＬ製　ＬＸ仕様

ＧＯＡＬ製　ＴＸ仕様

Ｍ３Ｘ６

ボディ

ドライバー 取付板※５
ＬＸ錠

内部ゴム板

Ｍ４ネジ　※５

ドライバースプリング

Ｍ３Ｘ６

ボディ

内部変更板※４

内部ゴム板

Ｍ４ネジ

ドライバー

ドライバースプリング

取付板

ＬＳＰ／ＴＥ取付時 ＴＸ取付時
※４　内部変更板の取付方向

　　Ｍ４ネジ

※５　取付板とＭ４ネジ位置
ＬＸ取付時

　　Ｍ４ネジ

２、ＬＸ／ＴＸ／ＬＳＰ／ＴＥ／錠への取付方法

ＬＳＰ／ＴＸ／ＴＥ錠

図８、図９を参照し、室外側からリーダーのネジ柱を錠前に通して、

室内側から内部ゴム板、取付板を通してネジで引き付けます。扉厚によ

り、以下表を参考にして、使用するネジを選びます。

Ｍ４×１６

Ｍ４×３０

Ｍ４×２５

ＤＴ３０～ＤＴ３８

ＤＴ４４～ＤＴ５０

ＤＴ３８～ＤＴ４４

取付説明書 Ｔ－Ｊ２００－０１－１２

④ 扉の加工

　　図１０を参照して、

⑤ リーダーセットアップ

１、①のリーダーセットアップを参照し、

１、②の図４、５を参照して、リーダー、バックドライブ、

⑥ 結線

下記の図を参照し、各錠種に合わせてバックドライブを取付けます。

③，１のＤＡ／ＬＡ錠の取付を参照してください。

１、ＤＡ／ＬＡ錠への取付方法

⑦ バックドライブの取付

ドライバーを取付ける際は、サムターンを手動で回し、施開錠できることを確認してください。

　３、扉厚により、以下表を参考にして、使用するネジを選びます。

Ｍ４×１６

Ｍ４×３０

Ｍ４×２５

ＤＴ３０～ＤＴ３８

ＤＴ４４～ＤＴ５０

ＤＴ３８～ＤＴ４４

　　ＴＸ仕様にしてください。 ＧＯＡＬ製　ＬＸ仕様

ＧＯＡＬ製　ＴＸ仕様

Ｍ３Ｘ６

ボディ

ドライバー 取付板※７
ＬＸ錠

内部ゴム板

Ｍ５ネジ　※７

ドライバースプリング

Ｍ３Ｘ６

ボディ

※６　Ｍ４／Ｍ５ネジ

内部ゴム板

ドライバー

ドライバースプリング

取付板※６

ＬＳＰ／ＴＥ／ＴＸ錠

　図１３を参照し、バックドライブを取付けます。Ｍ４／Ｍ５ネジで既設のシリンダーを直接引き付けます。

　２、ＴＸ／ＬＳＰ／ＴＥ錠への取付方法

※６　取付板とＭ４／Ｍ５ネジ位置

ＬＳＰ／ＴＥ取付時 ＴＸ取付時

　Ｍ５ 　Ｍ４

図１３）

　図１５を参照し、バックドライブを取付けます。Ｍ５ネジで既設のシリンダーを直接引き付け
ます。　扉厚により、表１６を参考にして、使用するネジを選びます。

　３、ＬＸ錠への取付方法

※７　取付板とＭ５ネジ位置

ＬＸ取付時

　Ｍ５

図１５）

Ｍ５×３５

Ｍ５×４５

ＤＴ３０～ＤＴ４０

ＤＴ４０～ＤＴ５０

ＬＳＰ／ＴＥ取付時

Ｍ４×１２

Ｍ４×１６

ＤＴ３０～ＤＴ４０

ＤＴ４０～ＤＴ５０

ＴＸ取付時

Ｍ４×２５ ＤＴ４０～ＤＴ５０

Ｍ５×３０

Ｍ５×３５

ＤＴ３０～ＤＴ４０

ＤＴ４０～ＤＴ５０

ＬＸ取付時

Ｍ５×４０ ＤＴ４０～ＤＴ５０

　扉厚により、表１４を参考にして、使用するネジを選びます。

表１４）

表１６）

室内側 室外側

１０φ

２５

７
φ

注
９
０

～
１

４
０

既設のサムターン穴 既設のシリンダー

加工穴：φ７の穴は貫通させる　

扉内部

既設の錠前

室内側

室外側
扉内部

加工穴：φ１０の穴は室外側のみ

リーダー／ドライバーケーブル

フロントリーダー

Ｍ４トラスネジ

リーダープレート

図１１）

図１２）

　２、図１１、１２を参照してリーダーを

　　扉に取付け、リーダープレートで

　　室内側から引き付けます。

　　扉に穴をあけてください。

シリンダーを残す場合

　また必要に応じてＤＣ入力、無電圧リード線（外部機器連動用）を結線します。

取付後取扱い説明書を確認し、設定及び登録作業を行ってください。

ＭＩＷＡ製　ＬＳＰ／ＴＥ仕様

使用するネジは引き足プレートセットに付属のＭ４トラスネジをご使用ください。

図８）

図９）

図１０）

注！　加工孔の位置は、既設の錠前や

　扉の状態によって異なりますので、

　注記の寸法の範囲内で決定してください。
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